
  「集う」が、
まちをつくる。

ｰ 豊岡に広がる「集
いの場」 ｰ

地域の安心と助け合いを育む｢地域の拠点｣

　新しく生まれ変わった施設が、地域の人々
の暮らしや交流を支える新たな舞台となって
います。特別なイベントの時だけでなく、日
頃のおしゃべりや休憩の場として親しまれ、
世代を超えた関わり合いが生まれています。

ショップ、イベント、…使い方は無限大！
枠にとらわれない「みんなの挑戦の場」

　大開通り沿いにある「まちの基地アンテナ」は、チャレン
ジショップやイベントスペース、マンガ喫茶など、多機能
さが魅力の民間施設です。「ここで手ごたえをつかみ、将来
は市街地の空き家を活用して実店舗を構えてほしい」という
運営者の想いから、挑戦を踏み出しやすい利用料金に設定
されています。
　当初は若者の利用が中心でしたが、学生の公演や展示、
結婚式の二次会などへと活用が広がり、利用者の年代も少
しずつ広がってきました。
　今では高齢者と大学生が自然と交流する場面や、実際に
空き家で店舗をオープンする事例も生まれています。
　多様な人々が集うことで新たな出会いが生まれ、挑戦と
交流の輪が広がっています。

　豊岡のあちこちで生まれている、人が集ま
る｢居場所｣。そこは、おしゃべりを楽しんだ
り、新しいことに挑戦したり、誰かの力に
なったりできる場所です。世代や立場を超え
て｢集う｣ことから、小さなつながりが生まれ、
このまちの未来が動き始めています。
　今回は、その中から４つの｢集いの場｣を紹
介します。

《問合せ》地域づくり課☎21-9096

1CASE
2CASE

中竹野地区コミュニティセンター　公共施設×地域活動
日常の立ち寄りが地域の見守りとつながりに

まちの基地アンテナ　民間×多機能な場×挑戦
多様な人が出会い、新しい挑戦が始まる場所

▲ふれあい喫茶：第１・３水曜日の月２回開催

▲本屋×珈琲店のポップアップイベント

▲フェイスブック ▲公式
　ホームページ

　身近な「集い」の積み重ねが、
日頃の見守りや

防災意識の向上につながってい
ます。「支える・

支えられる」の枠を超え、誰もが
居場所と役割を

持てる、あたたかく持続可能な
まちづくりが進

んでいます。

▶交流・見守り・支援：ふれあい喫

茶、訪問野菜販売、ふれあい居酒

屋、買い物ツアーなど
▶世代間交流事業：中地区敬老会

、

なかコミまつり、じゃんぼ巻きず

し大会など

主な
取組み

▲買い物ツアー：月１回地域の方
がドライバーになって送迎

▲芸術文化観光専門職大学生に
よる公演

▲まちの基地アンテナ
インスタグラム
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Talk市長の ちょこっ
と 　人が集まっ

て、顔を合わ
せて話をする
と、ふっと心
が近づく瞬間

があります。そんな何気ない出会いや会話
を大切にしたいと思っています。
　世代や立場を越えて、気軽に集い、笑顔
でつながる。そんな豊岡を、皆さんと一緒
につくっていきましょう。

中竹野地区コミュニティセンター　公共施設×地域活動
日常の立ち寄りが地域の見守りとつながりに

まちの基地アンテナ　民間×多機能な場×挑戦
多様な人が出会い、新しい挑戦が始まる場所

先人から受け継いだ空間で、
地元若者や移住者が自然に出会う「交流の拠点」

　但東町矢根地区にある国登録有形文化財｢大石家住宅」。旧庄
屋屋敷として地域の人々と共に暮らしを支えてきたこの場所が、
今、新たな｢集いの場」へ生まれ変わりつつあります。「地域のた
めに活用してほしい」というご当主夫妻の想いを受け、蔵を活
用した本屋や交流スペースの整備が進んでいます。
　定期的な懇親会などの集まりは、市内出身者や移住者を問わ
ず、但東に関わる若者が集い、交流を深める場となっています。
　地域の歴史ある資源を分かち合いながら、多様な人々が出会
い、ゆるやかにつながるー。ここで育まれた絆を土台として但
東地域の内外で新しいイベントや取組みが企画されるなど活発
な動きが広がっています。

豊岡で生まれる挑戦を、みんなで応援する「共創の場」

　地域には、子育てや福祉、教育、移動、文化など、さま
ざまな分野で挑戦する人がいます。｢みんな×エール」｢ちい
き×エール」は、豊岡を中心に挑戦する人の取組みを紹介
し、参加者みんなでその活動を前に進めるためのアイデア
を出し合い、応援する取組みです。挑戦を｢発表して終わり」
にせず、参加者も自分にできることを見つけながら応援の
輪を広げていくことを大切にしています。市民・行政・民
間企業が立場を越えてお互いを知り、楽しみながら一緒に
考えるー。そんな地域の挑戦をみんなで応援する関係づく
りを目指しています。皆さんの参加をお待ちしています。
※｢みんな×エール」は市役所周辺で、｢ちいき×エール」は各地域のコミュニテ
ィセンターなどを会場に、合わせて年８回程度開催しています。

3CASE

4CASE

大石家住宅　国登録有形文化財×交流×新しい活用
人のつながりが育まれ、ゆるやかに次の活動へ広がる場

みんな×エール・ちいき×エール　市民の挑戦×共創×デジタル
市民・行政・民間企業でアイデアを出し合うワークショップ

▲明治初期築の、母屋や蔵が並ぶ大邸宅

▲挑戦者をみんなで
全力応援！

▲これからのまちづくりは「あな
たの声」からはじまります！

▲地元の若者と移住者が交わる
場に

▲本屋『ワイン
ドアップバ
ード』インス
タグラム

▲みんな×エール
とは？

人が集まる。つながる。
そこから、まちが動き出す。
豊岡には、地域の人が集まる場所、
新しい挑戦が生まれる場所、

人と人とのつながりから活動が広がる場所など、
さまざまな「集いの場」があります。

集う場所も、集まり方も、そこから生まれるものも
ひとつではありません。

それぞれの地域、それぞれの人に合った「集い」が、
人と人をつなぎ、地域の新しい力になっていく。
そんな一つ一つのつながりを大切にしながら、

豊岡市は「みんなで集えるまちづくり」を進めていきます。
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